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Vertical Typhoon: GPVデータに基づく台風の鉛直構造データベース

Vertical Typhoon: A Database on the Vertical Structure of Typhoons Based on GPV Data
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気象現象を解析するためには、その水平構造と鉛直構造を明らかにすることが重要な課題である。特に鉛直構造は台
風や豪雨等の激しい気象現象のメカニズムを理解するのに重要な役割を果たす。そこで本論文は、台風の鉛直構造に関
するデータを集積したデータベース Vertical Typhoonの構築について述べる。

Vertical Typhoonは GPV (Grid Point Value)データに基づき構築するデータベースであり、GPV上での個々の台風構造
の表現を研究するための情報基盤である。GPVデータは鉛直方向の層（気圧面）ごとに各種物理量を計算しており、こ
れらのデータから断面図を生成して台風の鉛直構造を調べることが可能である。GPVデータはグリッドのスケールが粗
いという問題があるものの、GPVの解像度も着実に増加しつつある。そして複数の GPVから得られた断面図を比較す
ることにより、個々の数値予報モデル（あるいはシミュレーション）における台風の表現を比較することも可能となる。
ゆえに、長期間にわたる台風の鉛直構造データベースを構築することは、様々な研究において有用であると考える。
そのための準備として、我々は Vertical Earth [1]にて、GPVデータを鉛直方向と時間方向に自由に移動しつつ閲覧でき

るデータベース GPV Navigator [2]を公開した。具体的には、気象庁の数値予報モデル GPVデータのうち GSM (Global
Scale Model)とMSM (Meso Scale Model)の客観解析値を対象とし、これら各種物理量の平面図を 2002年夏以来 5年以
上にわたって生成してデータベースとした。このサイトでは、あるデータを基準として、前後の時間のデータや上下の高
度のデータを簡単に閲覧できるインタフェースを提供しており、これによって地球の鉛直構造を大まかに把握することは
可能となった。しかし現状はあくまで平面図の切り替え機能を提供するにとどまっており、断面図については多数のデー
タを記憶しながら頭の中で組み立てるしかない。そこで平面図に加えて任意の断面図を生成できる機能が必要となる。

Vertical Typhoonは、上記の機能を台風に特化させた形で、平面図と断面図を提供するデータベースとする。具体的に
は、気象庁が公表するベストトラックデータを用いて、GPVデータから台風の中心付近のデータを切り出してデータベー
ス化する。これによって、過去の台風のGPVデータが閲覧できるようになるだけでなく、将来的には鉛直構造が類似し
た台風をデータベースから検索する機能なども実現できる可能性がある。
本研究で提案する台風の鉛直構造データベース Vertical Typhoonは、著者が構築を続けている Digital Typhoon [3]と補

完的な役割を果たすものである。前者は台風の鉛直構造を主とするのに対し後者は台風の水平構造を主とするが、両者
は互いに台風番号と観測時刻で統合することが可能である。今後は台風の鉛直構造と水平構造を統合することで、3次元
データベースの実現へ向けて研究を進める計画である。
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